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STOU はタイ王国で 11 番目の公立大学として、また東南アジア地域で遠隔学習システムを導
入した最初の高等教育機関として 1978 年に開学し、本学同様に TV 及びラジオを媒体とした
遠隔教育を提供している。 
STOU と本学の協力関係は、1987 年のアジア公開大学連合（AAOU）の結成にさかのぼる。
AAOU の設立に関しては STOU と放送大学が中心となり、他 5 か国の公開大学とともに準
備を進め、初代 AAOU 会長職及び事務局を STOU が引き受けることで達成された。AAOU
結成式典は STOU を会場に開催され、またその後開催された研究集会は、会場を日本に移し
2 代目 AAOU 会長職を引き受けた本学及び旧放送教育開発センターの共催により東京都内で
開催されたのである。 





調整を経て実施された。2018 年 10 月 29 日から 3 日間、情報コースの三輪眞木子教授と辻
靖彦准教授、神研二郎総務課長補佐の 3 名が、バンコク北部に隣接するノンタブリ県にある



























































タイは熱帯性気候。年間の平均気温は約 29℃で、バンコクでは一番暑い 4 月の平均
気温が 35℃、一番涼しい 12 月の平均気温が 17℃。季節は 11 月～2 月の乾期、3 月～5
月の暑期、6 月～10 月のグリーン・シーズン（雨期）がある。 
 
人口 




















内閣は国王によって任命された首相 1 名と 35 名以内の国務大臣(大臣･副大臣)によっ














項目   2015 年  2016 年  2017 年 
実質 GDP 成長率  2.9（％） 3.2（％） 3.9（％） 
名目 GDP 総額  3,992.2 億ドル 4,070.3 億ドル n.a. 
一人当たりの名目 GDP 5,799 ドル 5,899 ドル n.a. 
鉱工業生産指数伸び率 △0.0（％） 1.6（％） 2.6（％） 
消費者物価上昇率  △0.9（％） 0.2（％） 0.7（％） 
失業率   0.9（％） 1.0（％） 1.2（％） 
輸出額   2,143.1 億ドル 2,142.51 億ドル 2,351.06 億ドル 
対日輸出額   200.55 億ドル 204.81 億ドル 223.1 億ドル 
輸入額   2,026.53 億ドル 1,777.11 億ドル 2,032.4 億ドル 

























1782 年 ラーマ 1 世即位。王都をバンコクへ移した。 
1932 年 絶対王政から民主主義体制へ移行。 














大学が設置されている。就業年限は、初等学校 6 年間、前期中等学校 3 年間、後期中等
学校 3 年間、原則として大学 4 年間の「6・3・3・4 制」となっている。 
 
義務教育期間 
原則として満 6 歳から満 15 歳までの 9 年間が義務教育とされている。 
（初等学校：満 6 歳から満 11 歳まで、前期中等学校：満 12 歳から満 15 歳まで） 
 
学校年度 
5 月 16 日から翌年 3 月 15 日まで 
 
学期（2 学期制） 
前期：5 月 16 日から 10 月 10 日まで 


















小学校： 満 6 歳から満 11 歳まで 
第 1 学年から第 6 学年まで 
   在学率：102.7％（2013 年タイ教育省） 
中学校： 満 12 歳から満 15 歳まで 
   第 1 学年から第 3 学年まで 
   在学率：96.8％（2013 年タイ教育省） 
 
カリキュラム・教授言語 










高等学校： 原則として満 16 歳から満 18 歳まで 
第 1 学年から第 3 学年まで 
      在学率：75.1％（2013 年タイ教育省） 
大学： 原則として満 18 歳から 
    第 1 学年から第 4 学年まで 



































スコータイ・タマティラート公開大学（STOU）は、1978 年 9 月 5 日に国王 Bhumibol 
Adulyadej（Rama IX 王）によって国内 11 番目の公立大学として創立された。王位を
授与される前に「スコータイ・タマラチャ王子」だった Prajadhipok 王（Rama VII 王）
の名誉を称えて、大学を命名したのである。 




学長として Wichit Srisa-an 教授を任命した。約 2 年間の準備期間を経て、STOU では




 1981 年に、バンコクと香港をベースに貿易業で成功を収めていた Monkol 
Kanjanapas 氏は、ノンタブリ県のパククレット地区にある土地 30 ライ（4 万 8 千㎡）
を大学に寄付した。その後、大学はさらに土地を購入し、合計を約 135 ライ（21 万 6
































調査方法：第 2 部の情報は、STOU 等のウェブサイトに記載された英語及びタイ語情
報を、総務課国際連携係及び翻訳業者において日本語に要約したものである。また、調








































調査訪問時に得た情報では、学生の男女比は 42％対 58％で女性が多く、年齢層は 20
～40 才代が 77％を占め、平均年齢は 28.6 才で上昇傾向にある。新入生数は、2008 年































クトの予算の上乗せにより 2016 年まで増加していたが、2017 年にはプロジェクトの
終了に伴い減少した。授業料等による自己収入も 2014 年から減少している。国政府か
らの予算は人件費等の特定目的にのみ使用が認められていて、国政府からの予算の大部
分が人件費であり、STOU 予算全体の 40％は人件費に使われることになる。 
 
STOU の過去 3 年間の収入（単位百万円、1 バーツ＝3.5 円で計算） 
年 STOU 自己（授業料等） 国政府から 合計 
2017 N/A 2,863 N/A 
2016 3,283 3,773 7,056 































































学部学士課程 大学院修士課程 博士後期課程 合計 
1,051 コース 536 コース 56 コース 1,643 コース 
 
学期（セメスター制） 
第１学期：8 月～1 月（6 か月）    第 2 学期：2 月～7 月（6 か月） 
7 月 履修登録 1 月 履修登録 
8 月 授業（学習）開始 2 月 授業（学習）開始 
12 月 ウォークイン試験 6 月 ウォークイン試験 
1 月 期末試験 7 月 期末試験 
5 月 再試験 11 月 再試験 
 
特別学期（夏期）：7 月～11 月（5 か月） 
6 月 履修登録 
7 月 授業（学習）開始 









































中トレーニングコースを STOU メインキャンパスで毎月開催している。（詳細は 50～






でのアクセスが容易な立地にある。1980 年の開学から 4 年後に、本部機能がこの地に移転
し、現在の STOU 本部体制が整った。 
 
本部キャンパス住所 
Sukhothai Thammathirat Open University  
Muang Thong Thani, Chaengwattana Rd. 
Bangpood, Pakkret, Nonthaburi 11120  
Thailand 
 
問合せ全般    国際連携に関する問合せ 
Tel: +66 2 504 7777    Tel: +66 2 504 7171-6 
Fax: +66 2 503 3607    Fax: +66 2 503 3556 
     E-mail: if.proffice@stou.ac.th 
 
メインキャンパス内の主な施設 
① サービスビル 1 号館 Service Building 1 
② サービスビル 2 号館 Service Building 2 
③ 大学事務局ビル Administration Building 
④ アカデミックビル 1 号館 Academic Building 1 
⑤ アカデミックビル 2 号館 Academic Building 2 
⑥ 図書館 Documentation and Information Building 
⑦ 教育放送制作センターEducational Broadcasting Production Center 
⑧ セミナービル 1 号館 Seminar Building 1 
⑨ セミナービル 2 号館 Seminar Building 2 
1 号館と 2 号館は接続され、各種会議スペースと宿泊施設がある。 
⑩ アカデミックビル 3 号館 Academic Building 3 
⑪ フィタヤファットビル Phithayaphat Building 
在学生向けのセミナー、ワークショップ、集中事前卒業研修を開催する。 
⑫ ウィタヤタットビル Withayathat Building 
大規模な講義や講演に適する。 
⑬ アネクニタットビル Anek Nithat Building 
STOU の年次卒業式や、その他の大学のイベントを開催する。 
⑭ ボリファンビルと STOU ブックセンターBoriphan Building and STOU Book Center 
⑮ トリソーンビル Trisorn Building 




⑰ ラマ 7 世記念碑 King Rama VII Monument 
⑱ スコホサモソーンスタッフクラブ Sukhosamosorn Staff Club 






























 セミナービル 1 号館：計 57 室のスタンダードツインルーム（780 バーツ/泊）と
スイートツインルームがある。 
 セミナービル 2 号館：スタンダードツインルーム（1,050 バーツ/泊）83 室とスイー




 フィタヤファットビル：ダブルルーム（600 バーツ/泊）7 室と 4 人部屋（1,000 バー
ツ/泊）82 室がある。 
 チャロンプラキアットビル：長期滞在も含む学生の宿泊施設。4 人部屋（1,200 バー


































Mu 2 Lampang-Chiang Mai Hwy 
Pong Yang Khok, Hang Chat, Lampang 
52190 
E メール： lp.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Lampang、Lam Pun、Chiang Mai、
Phrae、Phayao、Chiang Rai、Nan、Mae Hong 
Son (8 県) 
 
STOU Nakhon Nayok（ナコーン・ナヨーク県） 
196 Mu 5, Sika-ang, Ban Na 
Nakhon Nayok 26110 
E メール： nk.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Nakhon Nayok、Prachin Buri、
Phathum Thani、Nonthaburi、Bangkok、
Chachoengsao、Phra Nakhon Si Ayutthaya、
Samut Prakan、 
Sara Buri (9 県) 
 
STOU Sukhothai（スコータイ県） 
4 Mu 7 Sukhothai-Kamphaeng Phet Hwy 
Ban Kluai, Mueang, Sukhothai 64000 
E メール： sk.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Sukhothai、Phitsanulok、
Kamphaeng Phet、Tak、Uttraradit（5 県） 
 
STOU Phetchaburi（ペッチャブリ県） 
90 Mu 9, Rai-som, Mueang 
Phetchaburi 76000 




Kiri Khan、Suphan Buri (8 県) 
STOU Nakhon Sawan（ナコーン・サワン県） 
105/35 Mu 10 Nakhon Sawan-Phitsanulok 
Hwy 
Wat Sai, Mueang, Nakhon Sawan 60000 
E メール： nw.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Nakhon Sawan、Uthai Thani、
Chainat、Sing Buri、Lop Buri、Ang Thong、
Phetchabun、Phichit (8 県) 
 
STOU Chanthaburi（チャンタブリ県） 
Mu 1 Chanthaburi-Sa Kaew Hwy 
A. Makham, Chanthaburi 22150 
E メール： cb.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Chanthaburi、Trat、Rayong、Sa 
Kaew、Chonburi (5 県) 
 
STOU Udon Thani（ウドン・ターニ県） 
Mu 10 Ban Kham Kling 
Ban Chan, Mueang, Udon Thai 41000 
E メール： ud.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Udon Thani、Nong Bua Lumphu、
Nong Khai、Chaiyaphum、Khon Khaen、Loei、
Sakhon Nakhon、Maha Sarakham、Kalasin、
Nakhon Ratchasima、Bueng Kan  
(11 県) 
 
STOU Nakhon Si Thammarat（ナコーン・
シー・タマラート県） 
169 Nakhon Si Thammarat-Ron Phibul Hwy 
Na San, Phra Phrom, Nakhon Si Thammarat 
80001 
E メール： nr.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Nakhon Si Thammarat、Surat 
Thani、Krabi、Phang Nga、Phuket、Ranong、






199 Mu 10 Liang Mueang Road 
Jaeramae, Mueang, Ubon Ratchathani 
34000 
E メール： ub.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域：Ubon Ratchathani、Amnat Charoen、
Buriram、Si Sa Ket、Yasothon、 
Mukdahan、Roi Et、Surin、Nakhon Phanom 
(9 県)
STOU Yala（ヤラ県） 
116 Mu 4 Tha Sap-Lam Mai Hwy 
Tha Sap, Mueang, Yala 95000 
E メール： yl.adoffice@stou.ac.th 
管轄地域： Yala 、 Pattani 、 Narathirat 、
Songkhla、Satun、Putthalung、Trang (7 県) 
 
② 教育サービスセンター 

















































調査方法：第 3 部の情報は、STOU 等のウェブサイトに記載された英語及びタイ語情
報を、総務課国際連携係及び翻訳業者において日本語に要約したものである。また、調












1. 学長室 Office of the President 














る部外者を対象に毎日 24 時間稼動する。 





















































































 管理業務の PMQA（Public Sector Management Quality Award）手法を用いた改
善並・向上 
 
⑩ 地域遠隔教育センターRegional Distance Education Centers (RDEC) 
STOU が所有し運営する地域遠隔教育センターは、全国に合計 10 か所ある。（詳細は 20 
ページを参照） 
 STOU Lampang（ランパーン県） 
 STOU Nakhon Nayok（ナコーン・ナーヨック県） 
 STOU Sukhothai（スコータイ県） 
 STOU Phetchaburi（ペッチャブリ県） 
 STOU Nakhon Sawan（ナコーン・サワン県） 
 STOU Chanthaburi（チャンタブリ県） 
 STOU Udon Thani（ウドン・ターニ県） 






 STOU Ubon Ratchathani（ウボン・ラチャターニ県） 
 STOU Yala（ヤラ県） 
 
⑪ 地域遠隔教育センター調整課 RDEC Coordinating Unit 
STOU は遠隔教育システムを用いて、中心から地方に至るまで全国の学生に奉仕してい
る。また、教育省一般教育部およびノンフォーマル教育室と協同し、地方教育サービスセ




⑫ 情報サービスセンターInformation Service Center 














































































































































び行動計画の実施をもとに知識社会を目指す。（詳細は 103 ページ参照） 
 
























6. 図書情報局 Office of Documentation and Information 







 地域レベル：国内 10 か所の STOU 地域遠隔教育センターを通じて、地域レベル
で図書館および情報サービスを提供する。さらに、STOU 大学院生のための研究
リソースを提供するために、ソンクラー県とプラチュワップ・キーリー・カン県
に 2 つの大学院遠隔教育リソースセンターが設置されている。 
 県レベル：全国の図書館に STOU コーナーを設置し、教育メディアの貸し出しと
参照サービス（デジタル情報アーカイブ）を、学生や地域社会に提供している。
また STOU は、3 か所の矯正施設と協力し、登録する許可を得た受刑者のために
刑務所内にも図書機能を設置している。 
 

















8. 継続教育局 Office of Continuing Education 
継続教育局は、社会への教育サービスの提供並びに文化芸術の保存への貢献を目的とし
て、STOU の継続教育局の創設を定めた勅令に基づき、1988 年 12 月 28 日に創設された。




















9. コンピューターサービス局 Office of Computer Services 


















































学の指針に呼応する大学の必要性および優先項目に沿った IR の実績、IR 管理を
促進し支援するためのデータベースおよび関連情報の提供 
 


































































大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 農業普及および発展における博士プログラム（改訂版 2011-TQF-Thai 
Qualifications Framework） 
 農業普及および発展における修士農業プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 農業資源管理における修士農業プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 協同組合の経営管理における修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 農業普及における農学士プログラム（改訂版 2011-TQF）   
 農業経営における農学士プログラム（改訂版 2011-TQF）  
専攻：森林資源と環境経営、作物生産管理、動物生産管理、農業関連産業 















大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 コミュニケーションアートにおける博士プログラム（改訂版 2011-TQF） 




学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内、証明書プログラム 3 年度以内） 
学習領域 
 学士コミュニケーションアートプログラム（改訂版 2011-TQF）   














大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 経済学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 













大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 教育学博士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 教育行政学博士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 カリキュラムおよび指導における教育学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 教育行政における教育学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 







 科学教育における教育学修士プログラム（新学術プログラム 2013-TQF） 
 カリキュラムおよび指導における教育学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 教育行政における教育学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6 年度以内、証明書プログラム 3～6 年度以内） 
学習領域 
 教育学士プログラム（改訂版 2010-TQF） 
専攻：教育方法と評価（教育評価）、ガイダンス、ノンフォーマル教育、教育技術
およびコミュニケーション 
 幼児教育開発革新証明書プログラム（新カリキュラム 2012） 












大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 公衆衛生修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 産業環境マネジメントにおける理学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 公衆衛生学士プログラム（改訂版 2010-TQF） 












大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 栄養管理フードシステムにおける理学修士プログラム（改訂版 2014-TQF） 
 家族と社会の発達における学芸修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 食品の栄養と活用における理学学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 人間と家族の発達における文学士プログラム（改訂版 2010-TQF） 
 
7. 法学部 










大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 法学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 




















大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 情報科学博士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 タイ研究における学芸修士プログラム（新規学生募集なし） 





学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内、証明書プログラム 3～6 年度以内） 
学習領域 
 タイ研究における文学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 情報科学における文学士プログラム（改訂版 2011-TQF）専攻名：一般情報、オ
フィス情報 
 英語における文学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 





 中国語コミュニケーションにおける証明書プログラム（改訂版 2011） 
 
9. 経営科学部 






大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 経営管理学博士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 行政学博士プログラム（新カリキュラム 2014-TQF） 
 経営管理学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 マーケティングにおける経営管理学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 行政学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 コンストラクションマネジメントにおける工学士プログラム（継続プログラム - 
改訂版 2011-TQF） 
 経営管理学士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
専攻：経営、財政、マーケティング、観光事業およびホテル経営 
 行政学学士プログラム（改訂版 2011-TQF）専攻：人事管理、地方行政、行政 













大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 看護管理における看護科学修士プログラム（改訂版 2012-TQF） 














大学院（学習期間：博士プログラム 9 年度以内、修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 政治学博士プログラム（新学術プログラム 2012-TQF） 
 政治学修士プログラム（改訂版 2012-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 政治学の理論と技術における政治学学士プログラム（改訂版 2012-TQF） 













大学院（学習期間：修士プログラム 6 年度以内） 
学習領域 
 産業技術における科学修士プログラム（新プログラム 2011-TQF） 
 情報コミュニケーション技術における科学修士プログラム（改訂版 2011-TQF） 
 
学部（学習期間：学士プログラム 6～12 年度以内） 
学習領域 
 情報コミュニケーション技術における科学学士プログラム  
専攻：ビジネス情報科学、情報コミュニケーション技術管理、コンピュータ科学、
マルチメディア技術（登録不可） 





























調査方法：第 5 部の情報は、STOU 等のウェブサイトに記載された英語及びタイ語情
報を、総務課国際連携係及び翻訳業者において日本語に要約したものである。また、調







































 STOU ウェブページ上で入学金額を計算する。 






STOU には 12 学部があるが、学士課程は 11 学部（看護学部には学士課程なし）で、

















スを毎月開催している。2018 年トレーニングコースは、STOU 内外の講師により 1 日
～5 日間の期間、すべてタイ語により STOU メインキャンパスで実施される。コース
によっては、講義内容がビジネスに特化した企業向けとなっている。また、受講生には
アンケートによりコースの評価及び開講希望分野等を聞き、今後の展開に役立てている。 
（金額は日本円。1 タイバーツ=3.5 円で換算） 
  トレーニングコース名 開催日 受講料 
2018 年 1 月 
1 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 27 日 1,750 
2018 年 2 月 
1 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 17 日 1,750 
2 プロジェクト管理と原価管理 （建設費の管理） 17-18 日 12,250 
3 LISREL プログラム行動研究と社会研究のための統計プログラム 19-23 日 22,050 
4 Microsoft PowerPoint でインフォグラフィックを作成する 21-22 日 12,250 
5 SPSS for Windows を使用して統計データを分析する 24-25 日 12,250 
6 書籍を書く-インタラクティブ・ブック- 26-28 日 15,750 
2018 年 3 月 
1 アカデミックライティングと記事 16 日 14,000 
2 1973 年の専門販売法に基づく小包の管理 19-20 日 12,250 
3 プロジェクトとプロジェクトの評価 23 日 14,000 
4 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 24 日 1,750 
5 オンラインマーケティングコミュニケーション 26-27 日 15,750 




2018 年 4 月 
1 精神性－サービスと幸せの力－ 5 日 5,250 
2 Mplus と HLM を用いた研究のための高度な統計解析 23-26 日 18,550 
3 Microsoft PowerPoint でインフォグラフィックを作成する 25-26 日 12,250 
4 書籍を書く-インタラクティブ・ブック- 25-27 日 15,750 
5 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 28 日 1,750 
6 効果的なプレゼンテーションテクニック 30 日 
5 月 2 日 
15,750 
2018 年 5 月 
1 プロのスピーカー 4 日 15,750 
2 リサーチツールの作成方法 4 日 12,250 
3 研究開発 9 日 15,750 
4 プロジェクト管理と原価管理 （建設費の管理） 10-11 日 12,250 
5 Google アプリケーションを使用するためのテクニック 14 日 12,250 
6 効果的な管理のための監督者を育成する技術 14 日 12,250 
7 新しいサービス基準を達成するためのテクニック 16 日 5,250 
8 プロの計画テクニック 16 日 15,750 
9 GHS 有害物質の分類 17 日 12,250 
10 SPSS for Windows を使用して統計データを分析する 19 日 12,250 
11 思考と創造的なシステムの開発 22 日 12,250 
12 プロフェッショナルなサービスのための人格 24 日 12,250 
13 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 26 日 1,750 
14 顧客ネットワークを構築し、完璧な関係を築く 28 日 5,250 
15 ソーシャルネットワークとソーシャルメディアの効果的な管理 31 日 12,250 
16 アドバンス Microsoft Word 2016 31 日 12,250 
2018 年 6 月 
1 通信技術と調整 4-5 日 12,250 
2 LISREL プログラム行動研究と社会研究のための統計プログラム 4-8 日 22,050 
3 優秀なチーム開発 6-8 日 15,750 
4 パーソナリティー開発とコミュニティスピーキング 11 日 12,250 
5 肯定的思考によるチームリーダーシップ 14-15 日 12,250 
6 1973 年の専門販売法に基づく小包の管理 14-15 日 12,250 
7 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 23 日 1,750 





2018 年 7 月 
1 ソーシャルネットワークとソーシャルメディアの効果的な管理 11-12 日 12,250 
2 人間関係とチームワーク心理学 12-13 日 12,250 
3 印象的なサービス技術者 16-17 日 12,250 
4 アカデミックライティングと記事 18-20 日 14,000 
5 SPSS for Windows を使用して統計データを分析する 21-22 日 12,250 
6 プロジェクトとプロジェクトの評価 23-25 日 14,000 
7 デジタル PR プレスリリース 25-26 日 12,250 
8 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 28 日 1,750 
2018 年 8 月 
1 プロのスピーカー 1-3 日 15,750 
2 思考と創造的なシステムの開発 2-3 日 12,250 
3 効果的な管理のための監督者を育成する技術 6-7 日 12,250 
4 プロフェッショナルなサービスのための人格 9-10 日 12,250 
5 アドバンス Microsoft Word 2016 16-17 日 12,250 
6 GHS 有害物質の分類 16-17 日 12,250 
7 MS PowerPoint でメディアを作成しプレゼンテーション 20-22 日 15,050 
8 看護管理者の新しいパラダイム 20-24 日 20,300 
9 三菱商事について 21-22 日 12,250 
10 積極的な広報のための戦略的計画 23-24 日 12,250 
11 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 25 日 1,750 
12 Google アプリケーションを使用するためのテクニック 27-28 日 12,250 
13 LISREL プログラム行動研究と社会研究のための統計プログラム 27-31 日 22,050 
14 書籍を書く-インタラクティブ・ブック- 29-31 日 15,750 
2018 年 9 月 
1 Microsoft PowerPoint でインフォグラフィックを作成する 6 日 12,250 
2 肯定的思考によるチームリーダーシップの芸術 6 日 12,250 
3 自動車免許申請者のためのトレーニング 15 日 1,750 
4 Mplus と HLM を用いた研究のための高度な統計解析 17-20 日 18,550 
5 SPSS for Windows を使用して統計データを分析する 22-23 日 12,250 
2018 年 10 月 
1 書籍を書く-インタラクティブ・ブック- 17-19 日 15,750 
2 研究開発 24-26 日 15,750 





2018 年 11 月 
1 LISREL プログラム行動研究と社会研究のための統計プログラム 12-16 日 22,050 
2 アカデミックライティングと記事 14-16 日 14,000 
3 ソーシャルネットワークとソーシャルメディアの効果的な管理 21-22 日 12,250 
4 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 24 日 1,750 
2018 年 12 月 
1 書籍を書く-インタラクティブ・ブック- 12-14 日 15,750 
2 自動車免許証に基づく申請者のためのトレーニング 22 日 1,750 
 
3. 入学 








学士課程にかかる典型的な費用（在学期間 4 年と仮定し約 9 万円以上） 
費用 日本円（1 タイバーツ＝3.5 円） 
1. 入学料（出願時に一括払い） 2,800 
2. 学習費 1,750/学期セメスター 
3. STOU 学生登録＆登録変更手数料  
（出願時に一括払い） 
350 
4.コースと教材費  3,500/コース 
 
修士課程にかかる典型的な費用 
費用 日本円（1 タイバーツ＝3.5 円） 
1. 入学料（出願時に一括払い） 7,000 
2. 学習費 3,500/学期セメスター 
3. STOU 教材開発費（出願時に一括払い） 3,500 
4. コース費 5,250/単位 






費用 日本円（1 タイバーツ＝3.5 円） 












2015 年度に開講した 4 か月間コースの出願と学習費用の合計は、3,850 円/コース（教
材に追加料金が発生する場合あり）。例外的にコミュニケーションのための中国語基礎
1 または 2 では 4,200 円となる。コースの再受講については、同じ教科書を使う場合に限









STOU は、テレビ及びラジオ番組（20～30 分）を提供し、毎年 5 百万人もの人々














② 主な学習教材は、郵送による教科書とワークブックであったが、「STOU 計画 2000」







にするため、ほとんどの STOU 学習プログラムは補足メディアを利用している。 
 
コンピューターベース 
STOU は 1985 年以来、e ラーニング（教育におけるコンピュータの使用）の実施
に関わってきたが、「STOU 計画 2000」が制定されたことで、e ラーニングを通し
て主な内容の学習プログラムを提供する計画が明確になった。 
 
2005 年には STOU で最初の大規模なオンライン学習プロジェクトが実施され、
ATutor が Learning Management System（LMS）として選ばれ、2009 年には
D4L が別の LMS オプションとして導入された。 
 







 公共 TV、STOU チャンネル 
 テープ/CD（ラジオ放送録音） 
 VCD/DVD（TV 放送録画） 
 オンデマンド（STOU ウェブサイト） 
 オンライン e-ラーニングリソース 
 マルチメディア CD（オンライン上で入手可能な情報のコピー） 
 チュートリアル（ウェブカメラ等での対面方式） 







学士号の取得：最低 4 年で 120 単位が必要。学士課程のコースは全て 6 単位/コース。 
修士号の取得：1～2 年で学士号以降 36 単位が必要。 












 ノンタブリ本部 2017 年 9 月 10 日（日）8:30～15:30 
 地域遠隔教育センター10 か所 2017 年 9 月 17 日（日）8:00～15:30 
 
大学院（2018 年の場合） 
 修士課程は、学部ごとに 8 月第 2 週末から 9 月第 1 週末の間、土曜日と日曜日
の 2 日間（経営科学部及び看護学部は 1 日）、ノンタブリ本部にて実施。 
 博士課程は、学部ごとに 8 月第 2 週末、9 月第 1 及び第 2 週末の 2 日間（経営





















PC 実習：PC ルームで技能訓練し向上する。 
 
第 1 学期（7～11 月）と第 2 学期（1～5 月）間に、STOU 大学本部キャンパスで
2～5 日間に渡って集中的に実施される。コース期間中の宿泊と食費は計約 1,000～
3,000 バーツ（約 3,500～10,500 円）。 
 
（参考）2018 年度 1 学期 技能向上トレーニングの⽇程 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
健康科学 




1 2018/10/19-22 4 ⽇ 
ピタヤパット棟
2 2018/10/23-26 4 ⽇ 
3 2018/11/8-11 4 ⽇ 
4 2018/11/12-15 4 ⽇ 
5 2018/11/22-25 4 ⽇ 
6 2018/11/26-29 4 ⽇ 
7 2018/11/30-12/3 4 ⽇ 
8 2018/12/4-7 4 ⽇ 
9 2018/12/18-21 4 ⽇ 
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
健康科学 
（ 公 衆 衛 ⽣
学コース） 
54118 科学実習  1 2018/12/12-15 4 ⽇ 第 2 セミナー棟
52311 応急処置と応急⼿当 
 
1 2018/10/27-28 2 ⽇ 
ピタヤパット棟2 2018/11/10-11 2 ⽇ 
3 2019/1/12-13 2 ⽇ 
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
健康科学 
（タイ伝統




1 2018/10/25-29 5 ⽇ ウィタヤタット棟




1 2018/10/3-7 5 ⽇ ウィタヤタット棟
2 2018/11/5-9 5 ⽇ 特殊教育サービス
センター 




55314/55328 タイ式薬学 1 
 
1 2018/10/11-15 5 ⽇  
 
ウィタヤタット棟
2 2018/12/4-8 5 ⽇ 
55317/55331 タイ式医療 1 
 
1 2018/10/19-23 5 ⽇ 
2 2018/11/29-12/3 5 ⽇ 
55310/55325 タイ式マッサージ 1 1 2018/11/14-18 5 ⽇ 
2 2018/12/12-16 5 ⽇ 
55320/55322 ⼈体 1 2018/12/19-23 5 ⽇ 
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
コ ミ ュ ニ
ケーション
学 
16448 テレビ番組制作基礎 1 2018/11/15-18 4 ⽇ 
第 1 セミナー棟
16457 広報のための書き⽅ 1 2018/12/13-16 4 ⽇ 
16452 映画製作基礎 1 2018/11/29-12/2 4 ⽇ 
16344 ラジオのための表現と話し⽅ 1 2018/12/20-23 4 ⽇ 
16426 広告の創作 1 2018/12/6-9 4 ⽇ 
16440 印刷媒体のための書き⽅ 1 2018/11/22-25 4 ⽇ 
16360 研究開発のための 
コミュニティー学習 
1 2018/11/8-11 4 ⽇ 
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
農学・協同
組合 
93446 豚と⿃類の⽣産管理 1 2018/11/14-17 4 ⽇ ピタヤパット棟
93256 植物⽣産の技能向上実習訓練 1 2018/11/29-12/2 4 ⽇ ピタヤパット棟
93455 植物⽣産管理の実習訓練 1 2019/1/16-20 5 ⽇ 第 2 セミナー棟
93460 動物⽣産管理の実習訓練 1 2018/11/14-18 5 ⽇ 第 2 セミナー棟
2 2018/12/19-23 
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
経営科学 32477 観光・ガイド業マネジメント 1 2018/10/27-31 5 ⽇ 第 2 セミナー棟
 
学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
教育学 27104 教育のためのラジオとテレビ 
 
1 2018/10/4-7 4 ⽇ 
第 2 セミナー棟
2 2018/10/11-14 4 ⽇ 
3 2018/10/25-28 4 ⽇ 
4 2018/11/8-11 4 ⽇ 





学部 科⽬名／講師代表者 訓練期 技能向上訓練⽇ 訓練期間 実施場所 
科学技術 97403 印刷前技術 1 2018/11/15-18 4 ⽇ 国⽴印刷訓練 
センター 97431 包装加⼯技術 1 2018/11/22-25 4 ⽇ 
96414 コンピュータープログラム 1 2018/12/1-3 3 ⽇  
チャルーム・プラ
ギエット棟 
2 2018/12/8-10 3 ⽇ 
3 2018/12/22-24 3 ⽇ 
4 2019/1/12-14 3 ⽇ 
96413 ウェブデザイン・開発 1 2018/10/20-22 3 ⽇ チャルーム・プラ
ギエット棟 2 2018/11/17-19 3 ⽇ 
97315 ⽣産機械・⼯具 1 2018/11/7-11 5 ⽇  
労働技能開発局2 2018/11/14-18 5 ⽇ 
3 2018/11/21-25 5 ⽇ 
99311 ⾃動オフィスシステム・ 
電⼦商取引 








て無料で開催する。2017 年度第 2 学期には、以下の 21 科目で付加授業チュートリアルが
開講された。 
 
10111 コミュニケーションのための英語 41451 国際法 
41323 商法 3 15206 コミュニケーションの言語 
10121 人間文明 80308 タイと外国との関係 
41324 商法 4 20303 心理学と学習科学 
10131 人間社会 30205 数学と統計 
41341 行動規範 1 30208 財務会計と会計管理 
10141 ライフサイエンス 30211 組織と管理と人事管理 
41342 行動規範 2 41211 民法 1 
10151 タイの研究 41231 刑法 1 
41343 行動規範 3 41213 財産法 





2017 年第 2 学期には、各コース毎月 1 回ずつ計 2 回の開講が大部分で、講義時間は毎回
9～15 時（6 時間）だった。なお、開講は金曜日グループと土曜日グループに分かれ、開講
地域も異なる。実施場所はノンタブリ本部をはじめ、全国の地域遠隔教育センター及び協



















ス 650 バーツ（約 2,300 円）であり、2017 年第 2 学期には、以下の 14 科目のチュートリ
アルを実施した。 
 
15231 マスメディアの概要 50103 統計と保健医療のための研究 










31303 空港管理 72205 人間の発達と家族における統計と研究 









2017 年第 2 学期開講の各コースの補習チュートリアルは、全国 4 か所（本部・バンコク、




 地方の学生クラブや県の教育センター等を通じて申請可能。1 センターにつき 20
人以上の学生が希望することが必要で、追加の授業料も必要。 
 大学は、学習の難しさ及び連続した学期での不合格者の多さ等を考慮しチュート
リアル実施を決定する。また、同コースに登録された 20 人以上の学生も条件。 






2018 年第 1 学期には、以下の 30 コースにおいてインターネットチュートリアルを提供
している。典型例として、学期内に毎週同じ曜日の同じ時間帯（10～12 時または 14～16























 民法 1 個人・法人・契約 



















































 オーディオブック（DAISY）→53 コースが対応 
 オーディオブック（MP3）→54 コースが対応 
 テキストファイル→99 コースが対応 
また大学が推奨する PPA Tatip は、視覚障がい者のためのタイ語テキスト音声対話プ
ログラムで、スクリーンリーダーと一緒に使用する必要があり、JAWS for Windows


























には限りがある。2016 年には 189 名の学生が基準を満たし支援を受けた。 
障がい学生向けの教育支援を受けるためには以下の制限がある。 
 障がい者の身分証明書を所有する学生。 





































最終試験は、第 1 学期が終わる 1 月及び第 2 学期が終わる 7 月、また夏学期は 11 月の最
終土曜日と日曜日に行われる。第 1 学期と 2 学期には再試験が設定され、それぞれ 5 月（第





システム及び STOU ウェブサイトでも知ることができる。 
 
① 試験センター 






















3 月 14 日から 6 月 17 日までに 30 科目のコースで実施。科目試験登録を行う必要があ
り、第 1 期の登録時期は 3 月 14 日～4 月 18 日、第 2 期は 4 月 19 日～6 月 17 日であっ




コンピュータラボ 6 階～9 階で、6 月の週末（計 8 日間）の 9 時～12 時、13 時 30 分～16
時 30 分、17 時 30 分～20 時 30 分に実施。 
第 1 期登録の試験：6 月 2～3 日、9～10 日の 4 日間 





STOU 地域遠隔教育センター（10 か所）での試験 
各センターのコンピュータラボで 6 月 3 日、10 日、17 日、24 日の 9 時～12 時と 13 時
30 分～16 時 30 分に実施。 
第 1 期登録の試験：6 月 3 日（日）、6 月 10 日（日） 
第 2 期登録の試験：第 1 期試験の定員オーバーの場合に追加として、6 月 17 日（日）、6
月 24 日（日）に試験を実施。 
 
受験者のうち合格・不合格者数（＊STOU 訪問時の担当者による情報） 
学期 合格 不合格 未受験 合計 
2017-2 1,052 1,429 320 2,801 
2017-1 1,430 2,098 476 4,004 
2016-2 1,064 1,359 338 2,761 
2016-1 1,165 1,784 349 3,298 
 
11. 学習評価 
① 修士号 Master’s Degree 
修士号プログラムの場合、出された課題、学期の試験、論文審査または総合的かつ独立
した調査試験、及び大学院の専門的な体験ワークショップの結果から学生を評価する。 























等級 評価スコア 成績評価 
A 4.0 Excellent 
B+ 3.5 Very Good 
B 3 Good 
C+ 2.5 Fairly Good 
C 2 Fair 













は S の成績で修了したコースのみを計算する。H 等級は 1 コースにつき 4.00 の値を有し、






2017 年の例を挙げると、全国 10 か所の地域遠隔学習センター内トレーニングセンター




会場のあるノンタブリ本部では、12 学部のうち 8 学部（学士及び修士課程）の卒業生・
修了生が、8 月 6 日（日）午後から夕方に、学部ごとに分かれて会場リハーサルを行った上
で、8 月 8 日（火）13:00 及び 16:00 からの本番に臨んだ。残り 4 学部（学士及び修士課程）
の卒業生・修了生及び博士課程修了生は、8 月 7 日（月）午後から夕方に、学部ごとに分か
れて会場リハーサルを行った上で、8 月 9 日（水）13:00 及び 16:00 からの本番に臨んだ。 
また STOU が開設する各種ディプロマコースの修了書は、2017 年には合計 8,442 枚であ
り、継続教育局により 8 月 19 日（土）にノンタブリ本部にて開催された修了証明授与式で
授与された。なお、式に参加できない学生には修了書が郵送された。 
URL：http://www.stou.ac.th/study/sumrit/information/(8-61)F25-8-61/webCD-F(19-8-60)/index2.asp 




























情報コース  三輪 眞木子 教授 
  情報コース  辻 靖彦 准教授 
  総務部総務課  神 研二郎 課長補佐 
 


























1. STOU の概要 
対応者：Dr. Krisana Rungrojwanich 副学長代理（研究、イノベーション、国際連携担当）、







が作成し上映した PPT スライド資料を続けて掲載する。 
 











 Doctoral’s Degree Level
 Master’s Degree Level
 Bachelor’s Degree Level
 Certificate Level































































3 0 3 1 7
Communication Arts 1 0 4 1 6
Economics 1 0 1 0 2
Educational Studies 2 1 7 2 12
Health Science 3 0 2 0 5
Human Ecology 2 0 1 0 3
Law 1 0 1 0 2
Liberal Arts 3 0 1 1 5
Management Science 4 1 3 2 10
Nursing 0 0 2 0 2
Political Science 2 0 1 1 4
Science and Technology 2 0 2 0 4













































































































2. STOU の人的資源管理 
対応者：Dr. Somporn Puttapithakporn 副学長代理（大学審議会関連担当） 
Mr. Gan Chanyawudhiwan 教育技術局講師 
 
プレゼンテーション概要 
STOU の教職員は全体で 2,340 名に上る。その雇用状況は「フルタイム」「臨時（年単位）」
「日給ベース」に分かれ、フルタイムの常勤教職員は公務員または政府予算で雇用される
教職員で、国予算での雇用者の割合が高いことが紹介された。 






































contract [to fill in
program lecturer
requirement]
• Office of Ed. Tech
• Office of Registration,
Records and Evaluation
4


































# of academic staff (N=406; 147:212:47)
Civil servants Univ. officers Univ. 1-yr employees
6









Reform Committee @ STOU (1st meeting on 
April 17, 2018)
• Chairman of University Council
• All members of University Council
• Four external experts
• Two Deans
• Two Directors
• Two faculty representatives
• Two staff representatives
• Univ. Council Team as secretary
team
• Charge:
• Study current crises faced by STOU
by gathering diverse stakeholders’
opinions and perceptions
• Write a proposal for university
reforms
• Prepare a plan for university
reforms to be submitted to UC for
approval and implementation
• Appoint sub-committees necessary
for carrying out the said tasks
10
Support staff no. with learning support (?)
• 287 Academic support professionals 
• 18 student guidance and counselors
• 42 Audio-visual support professionals 
• 49 librarians 







All Staff by levels of education







SC on Research on Stakeholders’ perceptions 
and needs for distance education
Stake
holders













Sub-committees appointed by the STOU 
Reform Committee
1. SC on Research on Stakeholders’ perceptions and needs for distance
education
2. SC on Solving Problems and Enhancing Distance Teaching and
Learning Systems
3. SC on Educational Technology
4. SC on Human Resource Development
5. SC on Educational Park




Focus group interview 
What types of media needed???
 Diverse types of media, but still prefer textbooks
 DVD need to be indexed to allow access to specific parts of the
lessons
 Unable to attend F2F tutorials, put them on YouTube
 Like course assignments; all courses need to offer them
 Need more drill questions and answers
 Older students want extra assistance in math and statistics
17
Focus group interview 
 Can earn degrees while working
 Mobility, especially for those who are assigned to work in different
locales; can learn and take exams anywhere
 Like textbooks, lots of information and written in an easy-to-
understand style
 Convenient access to contents: books, video, online, audio
Focus group interview 
Why study at STOU???
16
Focus group interview 
In January 2018, thirty undergrads who participated in intensive 
professional workshop (5 days) were interviewed in groups to clarify 
need and expectation of various groups of students
 Economics: need to know more for current jobs, second-degree
earners, opportunities for second careers or self-employment or
sources of added incomes
Science & Tech: want to apply in current jobs and higher degrees






Profile analysis of students during 
AY 2014-2016 (n=3,820)
20
Why study at STOU?



























Advice on subject 
& courses
Focus group interview 
Suggestions ???
 Received textbooks late; inadequate study time
Difficult to call STOU; lines cut off (much better since the OSS is in
charge)
Want to get exam results instantaneously and want to know answer
keys for improvement
Want to know student peers
 Want special tutorials in such courses as Introduction to Science
Correspondence by post is slow
Unaware of such new services as SMS notifications
18
8382
Focus Group interview at
STOU’s OSS (One-Stop Service)
 30 current students
 30 new students
23





















Gender and occupation  (n=3,820)




ผูท้ างานประจ า (รัฐ เอกชน)
หญงิ ชาย

























































Levels of Education 
used in application
ป.ตรี













• Quality textbooks 
•Dissatisfaction
• Late receipt of 
textbooks
Expectation
Higher paper quality of textbooks
More support for quicker graduation
Walk-in exams for all courses








































•F2F tutorials with NO student assessment
•F2F tutorials with student assessment (9 
courses under a pilot project)
•eTutorials (accessed via media.stou.ac.th 




































Why study at STOU?
1. Can study here and in another university
concurrently
2. Easy to earn higher degrees
3. Affordable and multiple content delivery channels
4 Can study while working
5. Contents in textbooks are extensive
6. Convenient as there are no classrooms






































• Fees charged for special services
• Fewer F2F tutorial sessions
• Review all types of tutorial sessions
• Support staff concerns and benefits
• More technological application in mediating exams
• Tutorials with assessment
• Improved student services, e.g., student IDs, name change, etc.
• The introduction of blended learning requires careful preparation 
and well-planned implementation
• More focus on informal education 








 Online asynchronous tutorials and sessions that can 
be accessed later
 More F2F tutorials
 Easy-to-understand learning resources
 Friendly services









案内者：Ms. Katamalee Kittiveja センター長ほか職員 
 
本センターは、放送授業番組を制作するための施設として、本部キャンパス内に日本政
府の支援を受けて 1982 年に完成し、その 2 年後に番組制作が開始された。STOU 教育技術
局の管理下にあり、TV 授業を放映する「STOU チャンネル」やラジオ授業を放送する「FM
スコータイ」を管轄している。建物は 3 階建てで、TV 収録スタジオ 4 つとラジオ収録スタ
ジオ 6 つが備わっている。また、本センターは STOU の授業制作のみでなく、遠隔教育ト
レーニングセンター及びイノベーティブな番組制作のための研究機関としても機能してい
る。 



























2 千万バーツ（約 570 万円）を捻出し教職員に研究活動を奨励している。2017 年は 15 件






 タイトル： 農業・協同組合学部の学習組織からみる個々人の性格と組織の業績 
研究目的：1）STOU の農業・協同組合学部における人事関連情報の収集、2）人事
特性の分析、3）組織の業績を研究すること。 


















































•Support institutional and distance educational 
research
•Promote research for the development of knowledge 
and nation
•Create networks for national and international 
research cooperation
•Disseminate and promote the application of research 
findings
•Enhance research capability of future researchers 
both internal and external researchers




•Create research works to develop distance 
learning and society for the recognition at 
national and international levels
4





21 staffs Six divisions
3
2
W E LC O M E  T O  
I N S T I T U T E  F O R  
R E S E A R C H  A N D  
D E V E LO P M E N T  ( I R D )











RESEARCH AREAS AND SOURCES OF 
RESEARCH FUNDING
•Government
–Government funds (research and development 
projects aiming at improving economic, society, 



















対応者：Mr. Chatri Wongmason センター長ほか職員及び学生 
同行者：Ms. Rattip Phukkeson 国際業務課長、Ms. Jiraporn Hongsopa 国際業務課係員 
 
STOU 国際業務課が用意した大学所有のバンに乗り込み、本部の北東約 90km に位置す
る、2000 年 4 月に 10 番目の地域遠隔教育センターとして開設されたナコーン・ナヨーク
地域遠隔教育センターを訪問した。当センターは、ナコーン・ナヨーク、プラーチン・ブ
リ、パトゥム・ターニー、ノンタブリ、バンコク、チャチューンサオ、プラナコーンシー・
アユタヤー、サムット・プラカーン、サラ・ブリーの 1 都 8 県をカバーする。 



























開所時間 祝祭日を除く毎日 8:00～16:30 
 
会議室貸し出し 
大会議室：定員 300 人（座席のみ）または 
定員 160～200 人（テーブル付）  
全日（8:30～16:30）5,000 バーツ（約 17,500
円） 
最初の 3 時間 3,000 バーツ（約 10,500 円）、




中会議室：定員 100 名（座席のみ）または定員 80 名（テーブル付）  
全日（8:30～16:30）2,000 バーツ（約 7,000 円） 
最初の 3 時間 900 バーツ（約 3,150 円）、以降 1 時間 200 バーツ（約 700 円） 
サービススタッフ料：3 名分 1,050 バーツ（約 3,675 円） 
 
小会議室：定員 30 名 
全日（8:30～16:30）1,200 バーツ（約 4,200 円） 
最初の 3 時間 750 バーツ（約 2,625 円）、以降 1 時間 150 バーツ（約 525 円） 











 インターネット接続した PC 
 衛星テレビの視聴 
 インターネットチュートリアルの受講 




























職員体制（計 18 名） 
所長：Mr. Chatri Wongmason 



























































対応者：Mr. Kasama Jitpiromsri、Mr. Pijit Kitjattanee、Ms. Natthanicha Phetbuasak、 




た。その後、カリキュラム開発について具体的なモデル（PowerPoint スライド 10 枚目）
が示された。STOU のカリキュラムは各学部で決められているため、2～11 とカリキュラ
ム数にばらつきがあり、合計数 65 となっている。 
また、評価システムについても説明があり（PowerPoint スライド 12 枚目）、アクション






















To support distance education’s curriculums in national  
and international education standards.
To  support academic works, course production, 
and information systems.
To support faculty on  distance education’s knowledge and 
academic ranks’ promotion process.
To manage the Professional experience training 
To support the implementation of the strategic plan and the management 
of the office to be effective
Director, Office of Academic affairs






Deputy Director, Office of Academic affairs
Office of Academic Affairs
• The office was established in 1979. 
• Aiming for centralized service and coordinating 




• Coordinating the promotion of textbook writing and 
copyright.
• Managing STOU journal production. 
• Supporting course production.
• Managing the databases for course and textbook 
production.
• Coordinating and providing social service activities 
for annual celebration of the founding of STOU
Secretariat section
• General Administration
• Executive Services 
• School secretariat
• Academic council secretariat


















Organized 2 training workshops
• “Professional experience in intensive 
training courses” as the compulsory course 
for bachelor degree
• “Intensive Special training courses” which 
the training to help students completed the 
courses. 
Curriculum and Instruction 
development Section
• Supporting and coordinating in process of 
curriculum development, evaluation and 
improvement;
• Producing STOU curriculum guide book  
• (Thai and English Version) and
• Updating information on STOU curriculum.
Faculty development Section
• Providing faculty on Ph.D. scholarship
• Managing “STOU twelfth anniversary fund”
• Organizing faculty workshop on “STOU’s 





Determine guidelines, frameworks and 
evaluation methods
STOU’s 




Schools & Planning Division 
Include curriculum(s) into
the Annual Action Plan
Academic Senate  
Form the Curriculum Evaluation Committee
Curriculum Evaluation Committee
If evaluation by seminar or focus group discussion, 
propose for the School’s budget.
Curriculum Evaluation Committee
If evaluation by research, propose for the Institute for 
Research and Development’s budget.
Curriculum Evaluation Committee
Submit the curriculum evaluation report to 
the Curriculum Administration Committee and the School Committee
Schools  
Submit the curriculum evaluation report to  
the Academic Senate
Academic Senate  
Review the curriculum evaluation report
Curriculum Administration Committee
Apply the evaluation result to curriculum quality assurance and improvement 







Liberal Arts 4 3 - 1 1
Educational Studies 2 2 1 6 -
Management Science - 5 - 2 2
Law 2 1 - - -
Health Science - 3 - 2 -
Economics - 1 - 1 -
Human Ecology - 2 - 1 -
Political Science - 2 - 1 1
Agriculture and Cooperatives - 3 - 2 1
Communication Arts 2 1 - 3 1
Science and Technology - 2 - 2 -
Nursing - - - 2 -
Total (65) 10 25 1 23 6
101100
Annual Action Budget Number of curriculums
2018 -
2019 2
Number of curriculums 
needs the evaluation by research




Number of curriculums 
needs the evaluation & improvement
(after 5 years of implementation)
Status Number of curriculums
In Progress 9 (21.43 %)
Proposing to Federation of Profession 13
Approving by Office of 
the Higher Education Commission
20
Total 42 (100 %)
Summary of performance evaluation & improvement 
(included in the annual plan of 2018 
and continuous from the annual plan of 2017)
14
78.57%















対応者：Mr. Hasanai Riyaphun、Ms. Nanatapak Inthuyot、Ms. Titaree Pattanansri、











も信用度が高く需要は多いとのことである。授業は年 4 回行われ、学習開始から完了まで 4
か月で、忙しい受講生のために学部生の学習期間よりも短く設定されている。なお受講料
は 1,100 バーツ（約 3,850 円）で、学部生の受講料よりも 1 割程割高に設定されている。 
 











対応者：Dr. Chalermsak Toomhirun 局長、Ms. Boonkuea Thanwanchai、Ms. Oranuch 
Kanjanaprakorn、Ms. Nedrapa Intong、Ms. Naruinart Tempian、Mr. Tamphong 



































 Radio & Television Program
 Guidance cooperation program with schools , 
education institutions and private organization
 STOU News
 e- mail & internet
Correspondence &Telephone Hotline
 Study Skill Development Program
 Face to face Contact with Counselors
M e d i a  u s e d  i n  C o u n s e l i n g  S e r v i c e s
6
C o u n s e l i n g  S e r v i c e s
• Guidance for Interested Persons in General 
• Academic Guidance for Current Students
• Graduate Counseling Services 
The services are intended to allow students to quickly become 
acquainted with the distance education system and to study by 
themselves effectively.
5
Of f ice  o f  the  secre ta ry
- Responsible for documentation, budget,annual
planning, inventory,  property, personnel and 
general administration .
4
















OFFICE OF  THE 
SECRETARY
3
O b j e c t i v e s
1 .  T o  p r o v i d e  m a i l i n g  s e r v i c e s  f o r  
c o r r e s p o n d e n c e  m a t e r i a l s  a n d  o t h e r  
m e d i a
2 .  T o  p r o v i d e  s t u d e n t s  w i t h  
s u p p l e m e n t a r y  a c a d e m i c  s e r v i c e s
3 .  T o  p r o v i d e  e d u c a t i o n a l  a n d  
v o c a t i o n a l  c o u n s e l i n g  a n d  g u i d a n c e  
f o r  s t u d e n t s  a n d  i n t e r e s t e d  p e r s o n s
4 .  T o  p r o v i d e  s u p p o r t s  f o r  s t u d e n t  
c l u b s
2
W E L C O M E
T O
T H E  O F F I C E  O F  









4. To understand the problems which students 
encounter while studying by themselves so that 
approaches and methods of solving these 
problems can be worked out in the future.
5. To provide students with an opportunity to 
receive academic guidance and counseling from 
University tutors.
Center for Regional Affairs
9
1. To serve as an academic liaison between 
students and the University.
2. To create a link between tutorials and other 
teaching materials so that they are of  the 
utmost efficiency.
3. To assist students in increasing their 
knowledge and understanding of the academic 
content of the course materials.
Center for Regional Affairs
8
- responsible for tutorial and  media services ,  
co-ordinates  with  80 local study centers  and               
10 practical skills training.

















C e n t e r  f o r  C o r re s p o n d e n c e  S t u d i e s
The    Un i ve rs i t y   a r ranges   and   sends   
educa t i ona l   Boxes  ma te r i a l s   and   va r i ous   
p r i n t ed   med ia   t o  i nd i v i dua l   s t uden t s   
t h rough   pos ta l   se r v i ce .
e .g tex tbooks ,   workbooks ,  reg is t ra t ion   
fo rms ,  STOU   rad io   and  te lev is ion  p rogram  
b roadcas t   schedu les ,  tu to r ia l   schedu les  
,examina t ion   announcements  and  





STOU Disabilities Active  Students  2010
24
Disabilities Support Services Section
-Provide support services for the disabilities (Such 
as counseling, orientation, Fund, Volunteer)
-Production of assistive technology ec. Daisy 
book(Digital Accessible system),text file,other
media. 




















Office of Education Services
Sukhothai Thammathirat Open University
Bangpood , Pakkret , Nonthaburi 11120 
Thailand
te l .66  0 -2504-7605
e-ma i l  :  eso f f i ce@stou .ac . th
URL:www.s tou .ac . th





Producing  the sound proof book
27
Producing  the sound proof book
26
นักศึกษาพกิาร ปีการศึกษา 2557 
จาํแนกประเภทความพกิาร
















10. STOU プレス 
対応者：Dr. Pithak Srisuksai プレス長・学長補佐代理 



















出席者：Dr. Wichit Srisa-an 理事長 








12. STOU の印刷学習教材制作 












印刷教材の進捗状況の確認及び追跡は、以下 4 つの部署の協力により可能となっている。 
 制作チーム：進捗状況の情報発信・共有 
 教務会議：進捗状況のフォローアップ 
 STOU プレス：原稿や画像等の受け渡し確認 
 教育サービス局：発送状況の情報共有 










Main Media Supplement Media 
WorkbookTextbook


















- Design instruction 
content according 
to ELO
- Chapter & Section 
Structure









































































STOU  Printed Learning Material Production
Assoc. Prof. Pakamas Pachonklaew





Textbook in STOU styles
- has 15 study units, which integrated all contents concerning the subjects.
- 1 study unit contains 60 pages, allowing the student to finish within 18 hours or one week.
Textbook .
Printed Learning media Format
1 2 3 4 5 6 7












done by course team
done by University 
Press












Lists of Course 
team 











ActivitiesTopic Section study planUnit study plan
Study unit plan



















Textbook in STOU styles
For Self Learning
Learning Method
1. suggestion of self study  from textbook
4. study evaluation and examination
2. usage of workbook for self assessment
3. activities & assignments during study
Textbook in STOU styles
For Self Learning
115114


















VOC from students and collaborative partners
- % subjects that deliver 
textbooks according to target 
of 18 monthes
- % students receiving learning 
media before semester start
o appoint coure team








18 months before semester starts
Schools/Academic Board
ส ำนักเทคโนโลยีกำรศึกษำ
Learning media Production Process
Schools/Academic Board
University Press Education Technology Education Service
KPI
o Deliver Learning 
Media






Textbook in STOU styles
What are in study unit plan ?
• Study Concept in each study unit & each part: to give 
the idea of the subject in each unit before reading the contents
• Objectives of each study unit, part and topic: emphasizing on
objective progress after reading.
• Activities for the students after reading each topic. 
Concept mapping needed before writing



























Check language usage 
correctness, punctuation 
etc
Final Check for Publish
-
Check Artwork
Check completeness of artwork 
compared with manuscript
Check content completeness




- Check Introduction Part
- Check completeness of 
Final artwork 
- Check book cover
Textbook Editorial Work
Publishing Process




Typing  to 
correct final 
draft 
- Draw Illustrations 




- Check artwork 2







Schools Academic section, STOU Press Publishing section




Printing Planning and 
Coordinating








- Check artwork 2
- Check final artwork for 
printing
117116


















• offset print 
for big 
volume























• offset print 
for big 
volume











Black 20% Black 40% Black 60% Black 80%
C80%/M20% C60%/M40% C40%/M60% C20%/M80%












ตวัพื้น ใช ้ UPC dilenia
ตัวเน้น ใช้ UPC Angsana
สุโขทัยธรรมาธิราช
ตวัพื้น ส าหรบัเนื้อใน ตัวเน้น ส ำหรับหัวข้อ









Heidelberg Computer to 
Plate system






















• offset print 
for big 
volume










Offset Printing Machine 
( perfecting /four colour
print unit)
Automatic Paper Folder Automatic Collating Machine













• offset print 
for big 
volume

































the delivery of 
textbook  













• offset print 
for big 
volume






























o More curriculum affect number of students per subject decreases; 
reduce the print volume per subject
o Curriculum is needed to revise every 5 years; do not print textbook 
to stock more than 5 years.   
o Break even point for textbook publishing reduce from 500 copies 
to 200 copies 
o Digital publishing has more important role in production form pre-
press to printing
o E-learning  and E-book is a must in near future
Trends in textbook production













































































日時 活動内容 場所 
2018 年 10 月 29 日（月） 
9:00 - 10:00 副学長代理によるプレゼンテーション - STOU の概要 
STOU 本部 
アカデミックビル
10:00 - 12:00 副学長代理によるプレゼンテーション - STOU の人的資源管理 アカデミックビル
12:00 - 13:00 昼食  セミナービル 
13:30 - 14:00 教育放送制作センター (EBPC)の視察 EBPC 
14:00 - 15:00 研究開発機関によるプレゼンテーション - Institute for Research and Development  アカデミックビル
18:00 夕食会  
 
 
日時 活動内容 場所 
2018 年 10 月 30 日（火） 
8:30 - 10:30 ナコーン・ナヨーク県へ移動  
10:30 - 12:00 ナコーン・ナヨーク地域遠隔教育センターの視察 地域遠隔教育セン
ター 
12:00 - 13:30 ノンタブリ県へ移動  
13:30 - 14:30 昼食   





日時 活動内容 場所 
2018 年 10 月 31 日（水） 
9:30 - 10:30 継続教育局によるプレゼンテーション  - Office of Continuing Education トリソーンビル 
10:30 - 12:00 教育サービス局によるプレゼンテーションと視察 - Office of Educational Services ボリファンビル 
12:00 - 13:00 昼食 セミナービル 1 
13:00 - 13:30 学長代理への表敬訪問 アカデミックビル
13:30 - 14:30 STOU プレスの視察 ボリファンビル 
14:30 - 15:30 「放送大学の教育システム」三輪教授、辻准教授、 
神課長補佐によるプレゼンテーション ボリファンビル 
15:30 - 16:00 科学技術学部長によるプレゼンテーション - Printed Learning Material Production  ボリファンビル 







The Open University of Japan 
スコータイ・タマティラート 
公開大学 
Sukhothai Thammathirat Open  
University 








(2018 年 4 月) 3,310 名 2,336 名 
予算（年度） 
（うち国政府の助成％） 
約 147 億 2600 万円（2017） 
（52.9％） 
円換算値：約 70 億 5600 万円（2016）
（47％） 
授業料 
（典型的な学士号取得） 約 71 万円 約 9万円以上 
本部所在地 首都圏（千葉県） 首都圏（ノンタブリ県） 















（学士）年 2回（4月・10 月） 
（修士・博士）4月 


















放送授業：学部 288 科目、院 68 科目 
オンライン授業：学部 18 科目、 
院 20 科目 
学部学士課程 1,051 コース 
大学院修士課程 536 コース 




で 3,270 科目実施 
放送授業の付加として地域遠隔教育





単位認定試験時期 年 2回固定 
（7月下旬～、1月下旬～） 
（学士・科目受講） 




・本部図書館 約 35 万冊 
・Eブック 約 7.2 万タイトル 
・本部図書館 約 20.8 万冊 
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